
アプローチを変えることによる生徒の考え方の変化
～エネルギー資源のベストミックスを考える活動をとおして～

小山市立豊田中学校
教諭 島田 雅人



令和２年度と３年度を利用して、同じ生徒を対象にエネルギー
教育を行った。

令和２年度

２年時

電流とその利用

２章電流の正体

放射線の発見とその利用

Ｘ線

放射線 α線 β線 γ線

放射性物質

がん治療 滅菌 非破壊検査

工業製品 形状記憶性

被曝

令和２年度はコロナウイルス感染症対策のために学校行事が削減

されたため、授業時数が確保され原子力発電に付随してエネル

ギーについての学習を進めることができた。



令和３年度のエネルギー教育

令和３年度

３年時

運動とエネルギー

５章エネルギー資源とその利用

発電の方法と長所および短所

エネルギー利用上の課題

エネルギーの有効利用

発電方法

放射線の人体への影響

大気汚染

地球温暖化 気候変動

カーボンニュートラル

様々な問題を切り分け、自分ごととして捉える方法としてSDGsを

活用し、生徒が考える活動を重視した。



令和３年度もさらに発展させたい！

東京電力にアプローチする

栃木南支社との連携授業の実現



授業計画

※電流と磁界は先に履修
① 放射線の基礎知識（電流の正体）…  ２時間
② 直流と交流（電磁誘導）…  １／２時間
③ 発電の種類と方法（エネルギー資源の利用）… ２時間
④ 日本における発電事業の現状 …  １／２時間
⑤ 福島第一原子力発電所の事故と現在の状況 …  １／２時間
⑥ 火力発電に頼りすぎることで生じる地球温暖化や異常気象 …１／２時間
⑦ ぼくの私のエネルギーミックス …  １＋１／２時間

計７．５時間

③～⑦は発展的な内容→（③、⑥は３年次履修）

令和２年度



放射線の基本的な性質を知ろう

１放射線の種類 α線、β線、γ線、中性子線
２放射線と放射能の違い 放射性物質 放射能 放射線
３放射線のはたらき

レントゲン、ＣＴスキャン、がん治療 非破壊検査、滅菌
原子力発電、原子爆弾

４放射線の単位 Bq（ベクレル）、Sv（シーベルト）
※被曝についての考え方にも触れる

５放射線と遮蔽 自然放射線の量 時間、遮蔽物、距離
※はかるくん＆特性実験セットを利用

履修内容１





発電の種類と方法について知り、〇長所と×短
所があることを知ろう

１発電の種類と方法

火力発電、水力発電、原子力発電、 地熱発電

太陽光発電、風力発電、バイオマス発電

コージェネレーションシステム

２全ての発電方法の〇長所と×短所

履修内容３

履修内容２ 直流と交流



化石燃料への依存度が高いと

温室効果ガスの増加

化石燃料の枯渇

大気汚染の原因となり
硫黄酸化物や窒素酸化
物を排出

円安になると電気代が
高い
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発電を終えた太陽光パネルの処理

電極材料の銀やインジウムやガリウム等
がある。有害性の観点からは、鉛に加え、
カドミウム、セレン、テルルの含有に注意
が必要である。

2015 年以降年々排出見込み量は増加傾
向にあり、2015 年付近では約7 万t／年
～9 万ｔ／年であるが、2030 年では約
25 万ｔ／年～70 万ｔ／年となった。

大阪府調べ

太陽電池モジュールの排出量の見込み。出典：環境省
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次世代型太陽電池 ペロブスカイト太陽電池



１ 日本の電力事情

資源エネルギー庁の資料

２ 福島第一原子力発電所の事故

「福島第一原子力発電所は、今」

～あの日から、明日へ～（ver.2021.3）

履修内容４、５

日本の発電事業の現状を知ろう
福島の原子力発電所の事故と現在の状況を知ろう









日本の異常気象や気候変動の原因を考えよう

ぼくの私のエネルギーのベストミックスを考えよう

１ 日本の最近の気候変動の原因

日本の異常気象や気候変動の原因を考える

２ ぼくの私のエネルギーのベストミックスを考える

履修内容６、７



真鍋モデル





３年時における授業計画

① SDGsの基礎知識 …  １時間
② 発電とSDGs …  ２時間
③ 課題解決学習… ２時間
④ ベストミックスの検討 …  ２時間

計７時間
（総合的な学習の時間３時間＋理科４時間）



履修内容１

SDGsについてを知ろう





１６９のターゲットとは

目標 13. 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

13.1  すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適

応力を強化する。

13.2  気候変動対策を国別の政策、戦略及び計画に盛り込む。

13.3  気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力及び制度

機能を改善する。

13.a  重要な緩和行動の実施とその実施における透明性確保に関する開発途上国のニーズに対

応するため、2020年までにあらゆる供給源から年間1,000億ドルを共同で動員するという、

UNFCCCの先進締約国によるコミットメントを実施し、可能な限り速やかに資本を投入して緑

の気候基金を本格始動させる。

13.b  後発開発途上国及び小島嶼開発途上国において、女性や青年、地方及び社会的に疎外されたコミュニティに焦点を当て

ることを含め、気候変動関連の効果的な計画策定と管理のための能力を向上するメカニズムを推進する

*国連気候変動枠組条約（UNFCCC）が、気候変動への世界的対応について交渉を行う基本的な国際的、政府間対話の場で

あると認識している。



履修内容２

エネルギー資源の利用に関係する
目標はどれだろう？





自分でテーマを決めて調べてみよう

履修内容３



２年生の時に考えた２０３０年におけるエネルギー
ミックスを再構築しよう

履修内容４



コラボ授業実施計画

１ 講師紹介
２ エネルギー講座

・東京電力の組織・事業体制
・環境問題とSDGs

温室効果ガス削減への取り組み
脱炭素の流れ
２０５０年カーボンニュートラル戦略

・２０３０年のエネルギーミックスの目的
国の提案するエネルギー基本計画

・東京電力グループのSDGsへの貢献
エネルギーの低炭素化・電化の推進
技術開発
エネルギーの安定供給
自然環境との共生

３ エネルギーミックス再考









エネルギーミックス再考

• 昨年自分で考えたベストミックスを見ながら自分のベストミックスを再考す
る。

• グループ（４～５名）内で自分の考えたプランを共有する。そのときどうし
てそのようなパーセンテージにしたのかを必ず説明する。

• 学年全体で共有した方が良いものに関してはみんなの前で発表する。

• 振り返りを行い、今日の授業で学んだことを記入する。

















発表のまとめ

◆ベストミックスを考えさせる

世の中のできごとを自分事として考えるきっかけとなった。

◆SDGsの利用

問題の内容を切り分けて考えることができるため、課題を解決す
るためのツールとして活用できた。

◆電力事業者とのコラボレーション

事業者と直接やりとりすることで、実際に現場で起きていること
や事業者の意図していることを実感しながら授業に臨めた。

“選ぶ”ではなく、目標を決めて取り組むことが大切


